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観測の目的

地電位測定、分布推定の基礎を学ぶ

伊豆大島で地電位分布並びにその変化を求める

地下水の流動によって電位分布が形成すると仮定
して、電位分布変化の原因を探る



観測の手順

進行方向

観測点A 観測点B 観測点C 観測点D

2つの電極を用意し、電極間の電位を測定する(キャリブレーション)

赤→黒→赤→黒→・ ・ ・と尺取虫的に電位を測定する

また、後方の電極は同一観測点で3か所測定する



観測点地図

赤線：本実習で測定した
ルート



観測の様子



観測結果
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中央の2008年8月中央0番を基

準とした各点での電位(mV)

左の2008年8月中央0番を基準

とした各点での電位(mV)

右の2008年8月中央0番を基準

とした各点での電位(mV)

2007年10月の0番を基準とした

時の各点での電位(mV)



ルートを一周すると始点と終点の電位差は理論的には
0mVとなるはずである

2007年10月のSP観測の周回誤差は5.5～8.3mVの
範囲であった

本観測のSP観測の周回誤差は1.6～21.3mVの範囲
であった

これらの値を大きく超えるような変化が2007年10月か
ら2008年8月の間にあったか？

閉合誤差の評価
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+

ボーリング孔を用いた実験



理論的説明（モノポール電流源）

2007年10月から2008年8月の間にあるモノポール電流源
が生成したと仮定する。

I

I

境界条件(地面に鉛直な方向の電場がゼロ)を満たすため、
地面に対し等距離な点に仮想の電流源を置くと、



を用いて、観測結果に合うように電流源の強さと位置を、分散
を考慮した最小二乗法で求める

：観測点番号

：iでの観測電位

：位置r、強さIの電流
源によるiでの理論電
位

：iでの分散

理論的説明(モノポール電流源)・続き

前述の式と、



計算結果(モノポール電流源)
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計算結果(モノポール電流源)・続き

I=0.22 A Latitude=34.7408

Longitude=139.4001 Depth=0 m

また、最も二乗誤差が小さくなった時の電流源の強さと位置は、

(位置としては観測点40番、41番から20～30m離れた場所)

遠方の広がりを説明しきれていない

別の方法を考える



理論的説明（ダイポール電流源）

I

I

-I

-I

+Iの電流源が存在する緯度
経度の真下に‐Iの電流源が

存在すると仮定して、この
ダイポール電流源の強さ、
位置を分散を考慮した最小
二乗法で求める

それ以外はモノポールの場合と同じ考え方



計算結果(ダイポール電流源)
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計算結果(ダイポール電流源)・続き

I=0.25 A Latitude=34.7408

Longitude=139.4001 Depth=28 m (+), 317 m (‐)

また、最も二乗誤差が小さくなった時の電流源の強さと位置は、

(位置としては観測点40番、41番から20～30m離れた場所)



地球物理的解釈・1

SPの励起源 ― 動電現象
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地球物理的解釈・2

十分小さい

動電現象による電流

：電位ポテンシャル

：圧力ポテンシャル

：電流密度

：流速密度

：水の誘電率

：水の粘性

：電気伝導度

：permeability
：formation factor



地球物理的解釈・3

いま、 なので、
、 、 、

とすると、

動電現象による電流を積分して総流量で換算すると、

地下水流量が 増加したことに
相当する



地球物理的解釈・4
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まとめ

地電位測定、分布推定の基礎を学んだ

伊豆大島で地電位分布並びにその変化を求めた

地下水の流動によって電位分布が形成すると仮定
して、電位分布変化の原因を探った結果、モノポー
ル電流源よりダイポール電流源の方がうまく説明
できた




